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燃
え
る
ご
み

減
量
大
作
戦
�

　
新
聞
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
古
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
い
わ
れ
て
お
り
、

昨
年
の
国
内
回
収
率
は
78
％
と
世
界
的
に
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、昨
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、市
内
の
家
庭
か
ら
出
た
燃
え
る
ご
み

の
約
35
％
を
紙
ご
み
が
占
め
、リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
紙
ご
み
に
限
っ
て
も

約
20
％
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
紙
ご
み
を
分
別
し
、古
紙
と
し
て
集
団

回
収
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
こ
と
で
、

燃
え
る
ご
み
の
量
を
大
幅
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、同

時
に
資
源
を
有
効
活

用
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、

紙
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ご
み
減
量
推
進
課

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　

（
５
８
４
）１
１
４
７

古
紙
と
し
て
出
せ
る
紙

①
新
聞
紙
、②
段
ボ
ー
ル
、③
雑
が
み
の
３
種
類
の
古
紙
が
出
せ
ま
す
。

集
団
回
収
の
団
体
に
よ
っ
て
は
、④
牛
乳
パ
ッ
ク
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

×回収できないもの（禁忌品）
【紙】
▷防水加工された紙（紙コップ油紙など）
▷写真　▷圧着ハガキ　▷合成紙
▷感熱紙（ファックス用紙、レシートの一部）
▷感熱性発泡紙(点字用)
▷裏カーボン紙
▷使用済みティッシュペーパーなど
【紙以外】
▷粘着テープ類　▷フィルム類
▷ファイルの金具　▷クリップ類
▷発泡スチロール　▷セロハン
▷プラスチック製品　▷ガラス　▷布

△平成23年度春日市家庭系燃えるごみの組成調査結果

△雑誌・コピー用紙・包装紙など
※新聞紙や段ボール、牛乳パック以外の
リサイクルできる古紙が対象です。

・③雑が
み

プラスチックプラスチック

生ごみ生ごみ

繊
維
繊
維

そ
の
他

そ
の
他
紙ごみ

リサイクル可

リ
サ
イ
ク
ル

不
可

30％

34％

19％

15
％

21％

８％
７％

〜
紙
ご
み
を
減
ら
そ
う
〜

△新聞紙・折込広告
※ダイレクトメールやチラシ類は「雑
がみ」で出しましょう。

・①新聞
紙

※断面が波状のものに限ります。
アルミ箔

はく
付きや防水加工された

ものは、「燃えるごみ」へ。

・②段ボ
ール

※内側にアルミ箔
はく
が貼ってある紙パッ

クやプラスチックの注ぎ口は、「燃
えるごみ」へ。
※回収していない団体もあります。

・④牛乳
パック▼

牛
乳
パ
ッ
ク
の
出
し
方

「
洗
う
⇨
開
く
⇨
乾
か
す
⇨
束
ね
る
」の
手
順

の
後
、牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
て
い
る
集
団
回

収
や
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
出
す
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分
別
し
た
古
紙
は
、古
紙
等
回
収

倉
庫
や
集
団
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

古
紙
等
回
収
倉
庫

　
公
民
館
や
隣
接
す
る
公
園
内
な
ど
、

市
内
31
カ
所
に
古
紙
等
回
収
倉
庫
を

設
置
し
て
い
ま
す
。市
民
で
あ
れ
ば
、

ど
の
倉
庫
に
持
ち
込
ん
で
も
構
い
ま

せ
ん
。牛
乳
パ
ッ
ク
や
ア
ル
ミ
缶
を
回

収
し
て
い
る
倉
庫
も
あ
り
ま
す
。

　

持
込
日
時
、設
置
場
所
な
ど
詳
し

く
は
、各
自
治
会（
公
民
館
）に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
、古
紙

等
回
収
倉
庫
の
設
置
場
所
を
確

認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.

city.kasuga.
fukuoka.jp/
tetuzuki/eisei/k-souko.htm

l

古
紙
等
回
収
倉
庫
の
設
置
補
助

　
古
紙
の
集
団
回
収
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
、倉
庫
の
管
理
と
運
営
が
で

き
る
場
合
は
、古
紙
等
回
収
倉
庫
の

設
置
費
用（
購
入
費
や
工
事
費
な
ど
）

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
団
体
は
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

古
紙
の
出
し
方

地
域
の
古
紙
回
収

　
自
治
会
や
子
ど
も
会
、老
人
会
、ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が
、古
紙
の
集

団
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。古

布
や
ア
ル
ミ
缶
、牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
ん
で
い
る
地
区
の

自
治
会（
公
民
館
）に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

古
紙
等
回
収
報
奨
金

　

古
紙
回
収
を
促
進
し
、燃
え
る
ご

み
を
削
減
す
る
た
め
、古
紙
回
収
団

体
に
１
㎏
当
た
り
９
円
の
報
償
金
を

支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
団
体
は
、登
録
が
必
要

で
す
の
で
、事
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

事
業
所
の
古
紙
類

　

事
業
所
か
ら
出
た
古
紙
は
、古
紙

等
回
収
倉
庫
や
集
団
回
収
に
は
出
せ

ま
せ
ん
。

　
市
は
、「
事
業
系
古
紙
回
収
モ
デ
ル

事
業（
指
定
ご
み
袋
な
し
で
無
料
回
収
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
事
業
所
は
、契
約
を
結

ん
で
い
る
市
の
ご
み
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
菓
子
箱
や
ハ
ガ
キ
、封
筒
、カ
レ
ン
ダ
ー
、プ
リ
ン
ト

類
な
ど
の
雑
が
み
は
燃
え
る
ご
み
で
出
し
が
ち
で
す
。

　
そ
こ
で
、市
は
今
年
度
、「
雑
が
み
回
収
大
作
戦
」と

称
し
、雑
が
み
の
回
収
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

○
出せる雑がみ
▷雑誌　▷教科書
▷本　▷コピー用紙
▷プリント　▷チラシ
▷ノート　▷菓子箱
▷名刺　▷便箋
▷ハガキ　▷封筒
▷紙袋　▷包装紙
▷カレンダー
▷紙切れ　▷折り紙
▷ラップやトイレット
　ペーパーの芯
▷紙の付箋　など

（新聞紙や段ボール
以外のリサイクルで
きる紙が対象です）

Ｑ
：	

ど
ん
な
紙
が
雑
が
み
で
出
せ
る
の
。

Ａ
：	

古
紙
の
う
ち
、「
新
聞
紙
」「
段
ボ
ー
ル
」「
牛
乳
パ
ッ
ク
」以
外

の
紙
が
出
せ
ま
す
。

Ｑ
：	

小
さ
な
紙
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
困
る
け
れ
ど
。

Ａ
：	

封
筒
や
紙
袋
、ポ
リ
袋
に
入
れ
る
と
、バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
ず

簡
単
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
ポ
リ
袋
で
の
回
収
を
行
っ
て
い

な
い
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：	

箱
な
ど
は
か
さ
ば
っ
て
邪
魔
に
な
る
け
れ
ど
。

Ａ
：	

箱
や
ラ
ッ
プ・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど
は
、つ
ぶ

し
て
小
さ
く
す
る
と
、出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
：	

雑
が
み
は
ど
う
や
っ
て
出
し
た
ら
い
い
の
。

Ａ
：	

小
さ
な
紙
や
菓
子
箱
な
ど
は
、袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本
や
雑
誌
な
ど
は
、ひ
も
で
結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：	

他
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
。

Ａ
：	

ク
リ
ッ
プ
や
紙
製
バ
イ
ン
ダ
ー
に
付
い
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
金
属
な
ど
の
禁
忌
品
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

	

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
に
つ
い
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
も
、で
き
る
だ
け
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

雑
が
み
回
収
大
作
戦
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国
は
、平
成
11
年
６
月
23
日
に「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」を
公
布
し
た
こ
と
か
ら
、毎
年
６
月
23
日
か
ら
１
週
間
を「
男
女
共
同
参

画
週
間
」と
定
め
、男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や
理
念
に
つ
い
て
深
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、わ
が
国
は
、人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧・

復
興
、日
本
経
済
の
再
生
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、女
性
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
し
、そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、今
年
度
、国
は
、同
週
間
の
重
点
項
目
を「
男
女
共
同
参
画
に

よ
る
日
本
再
生
」と
定
め
、取
り
組
み
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、こ
の
機
会
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
改
善
が
進
ん
だ
法
制
度

　
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら
女
性
の
社
会
進
出

が
進
み
ま
す
が
、女
性
の
仕
事
は
単
純・補

助
的
な
も
の
が
中
心
で
し
た
。

　
国
連
総
会
で
50
年
を「
国
際
婦
人
年
」と

す
る
議
決
が
な
さ
れ
、男
女
平
等
が
社
会

発
展
の
た
め
に
不
可
欠
と
い
う
認
識
が
高

ま
り
ま
す
。54
年
に
は「
女
子
差
別
撤
廃
条

約
」も
採
択
さ
れ
、国
は
60
年
ま
で
に
同
条

約
を
批
准
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
」が
60
年
に
成
立
し
ま
す
。募
集
、採
用
、

配
置
、昇
進
に
つ
い
て
女
性
を
男
性
と
均

等
に
扱
う
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
る
な

ど
不
十
分
な
も
の
で
し
た
が
、平
成
９
年

の
改
正
で
努
力
義
務
は
禁
止
事
項
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。同
時
に
、セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い

て
の
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
18
年
の
改
正
で
は
、男
女

双
方
に
対
す
る
差
別
や
間
接
差
別
の
禁

止
、妊
娠・出
産
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取

扱
い
の
禁
止
、セ
ク
ハ
ラ
対
策
強
化
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、平
成
４
年
の「
育
児
休
業

法
」施
行
、７
年
の
同
法
改
正
で
介
護
休
暇

制
度
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
実
態
の
改
善
は
進
ん
だ
の
か

　

法
制
面
で
の
改
善
は
進
み
ま
し
た
が
、

実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。図
１
は
、女
性

の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
を
表
し
た
も
の

で
す
。グ
ラ
フ
の
形
が
Ｍ
字
型
を
表
し
て

お
り
、結
婚・出
産
期
に
離
職
す
る
女
性
が

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
の
昭
和
61

年
と
平
成
22
年
の
30
〜
34
歳
の
労
働
力
率

を
比
較
す
る
と
、50
％
か
ら
67・８
％
へ
と

大
き
く
改
善
し
て
お
り
、グ
ラ
フ
の
谷
も

30
〜
34
歳
か
ら
35
〜
39
歳
へ
と
移
動
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、未
婚
者
の
増
加
や
晩
婚
化
の

影
響
も
あ
り
ま
す
が
、配
偶
者
が
い
る
人

の
労
働
力
率
の
向
上
が
大
き
く
影
響
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

17.2

54.5
50.0

61.0

68.8
68.1 61.7

49.9

38.6

15.2

0

20

40

60

80

100
（％）

（歳）15-

19
20-

24
25-

29
30-

34
35-

39
40-

44
45-

49
50-

54
55-

59
60-

64
65
以
上

15.9

69.4

77.1

67.8
66.2

71.6
75.8 72.8

63.3

45.7

13.3

73.8

平成22年
昭和61年

図1 女性の年齢階級別労働力率
（厚生労働省資料参照）

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

男 女 共同 参画
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全
体
的
に
見
る
と
、「
職
業
中
断・
再
就

職
型
」か
ら「
職
業
継
続
型
」へ
と
移
行
し
、

Ｍ
字
型
の
カ
ー
ブ
が
台
形
型
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
共
働
き
等
世
帯
数
の
推
移（
図
２
）を
見

る
と
、平
成
９
年
を
境
に
、片
働
き
世
帯
数

を
共
働
き
世
帯
数
が
上
回
る
な
ど
、女
性

の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い
る
の
が
分
か
り

ま
す
。一
方
で
、男
女
間
の
給
与
格
差
が

男
性
の
約
72
％（
平
成
22
年
）、民
間
企
業

（
１
０
０
人
以
上
）の
女
性
課
長
相
当
職
の

割
合
が
７・２
％（
平
成
21
年
）な
ど
、課
題

は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

●
意
識
は
変
わ
っ
た
の
か

　

福
岡
県
の
調
査
に
よ
る
と
、「
男
は
仕

事
、女
は
家
庭
」と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て

「
同
感
す
る
」「
あ
る
程
度
同
感
す
る
」は
、

平
成
11
年
に
47・８
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

16
年
は
50・
２
％
、21
年
に
は
56・
３
％
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
と
し
て
、「
仕
事
と
家
庭
が
両
立

で
き
る
制
度
を
充
実
す
る
」「
仕
事
と
家
庭

が
両
立
で
き
る
制
度
が
利
用
し
や
す
い
職

場
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
」「
結
婚・
出

産・
介
護
な
ど
の
都
合
で
い
っ
た
ん
退
職

し
た
女
性
の
た
め
の
再
雇
用
制
度
を
普

及
、促
進
す
る
」が
続
き
ま
す
。

　
女
性
が
就
労
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、家
事・
育
児・
介
護
は
女
性
が
担
う
べ

き
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

や
、そ
れ
に
基
づ
く
社
会
的
慣
行
を
改
め
、

育
児・
介
護
休
業
を
取
得
し
に
く
い
職
場

環
境
な
ど
を
是
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
を
進
め
、男
女
が
共
に
希
望
す

る
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
、仕
事
と

家
庭
生
活
が
両
立
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

●
よ
り
重
要
に
な
る
男
女
共
同
参
画

　
男
性
と
女
性
が
職
場
や
学
校
、家
庭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
国
や
自

治
体
だ
け
で
な
く
、皆
さ
ん
一
人
一
人
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
０
１ 

（
５
８
４
）１
１
８
１

苦情を受け付けます
男女共同参画苦情処理委員

　市は、男女共同参画に関する、市の施策や人権侵害につい
ての苦情・救済の申し出を受け付けます。
　受け付けた苦情については、申出人や関係者から話を聞
き、男女共同参画推進の視点から公平・公正に検討し、必要
な場合は相手方に改善を求め、申出人にも報告します。
個人情報については厳守します。
申出方法　苦情等申出書（男女共同参画センターまたは市
ホームページから入手）を提出する

※代理人が提出する場合は委任状が必要です。
申出・問い合わせ先　男女共同参画センター（光町1ｰ73じ
ょなさん内）
☎（584）1201　 （584）1181

男女共同参画の自主研修 経費の一部を支援　
　市内の団体、企業、グループ（市民または市内に通勤・
通学する5人以上）を対象に、男女共同参画社会の促進の
ための研修会や講演会などの経費の一部を支援します。
支援対象　講師謝金、託児費用（いずれも市の基準による）
回数　1団体1年度につき1回
申請方法　実施日の2週間前までに申請書（男女共同参

画センターか市ホームページから入手）を提出する
申請・問い合わせ先　男女共同参画センター（光町1ｰ
73じょなさん内）
☎（584）1201　 （584）1181

定例行政相談

　行政相談委員は、国が行う業務の苦情や要望を聞き、
公正・中立な立場で国の機関に改善を申し入れ、問題解
決に努めています。
6月は、男女共同参画に関する相談にも応じます。
相談は無料で、申し込みも不要、秘密は厳守します。

日時　毎月第4火曜日　午前10時〜午後3時
場所　市民相談室（市役所2階）
問い合わせ先　情報政策課情報公開広報担当
☎（584）1111　 （584）1142

申
出
人

市の男女共同参画推進
への要望や苦情

性別による差別などの
人権侵害についての救
済申し出

市
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員

調
査

報
告

申
出
人

➡

➡

➡

➡

➡ ➡ ➡

（万世帯）

664

748

914
949 951

1013 1007

1096

933

903 921
894

851
810

共働き世帯
片働き世帯

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

S57 S62 H4 H9 H14 H19 H22

図2 共働き等世帯数（全国）
（総務省「労働力調査」）

苦情を受け付けます
男女共同参画苦情処理委員

男女共同参画の自主研修 経費の一部を支援

定例行政相談
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■春日市体育協会 �
対象 練習場所 練習曜日・時間 会費(月額） 問い合わせ先団体名

春日市剣道連盟

春日原剣道練成会 小・中学生 春日原小学校 火・木 午後7時～9時
土 午後5時～7時 2000円 竹

たけなか

中 ☎（572）3853

春日光龍会 5歳～中学生、
大人（初心者） 春日北小学校 月・水 午後7時～9時

金 午後6時30分～8時30分 2500円 中
なかむら

村
☎090（7921）7449

春日聖剣会 5歳～中学生 春日小学校
火・木 午後6時30分
　　　 　  　～8時30分

土 午後4時～6時
3000円 原

はら

田
だ

☎090（2511）7483

日拝の里振武会 小・中学生 春日西小学校 月・木 午後7時～9時 小学生2000円
中学生1000円

糸
いとやま

山
☎090（8395）1579

春日市筑葉会 5歳以上
春日南小学校（月）、
市民スポーツセンター

（水・土）

月・水 午後7時～9時
土 午後4時30分～6時30分 3500円 神

かみがさ

笠
☎090（7466）7510

大谷洗心会 5歳以上で剣道が
好きな大人 大谷小学校 月・水・金 午後7時～9時 1500円 山

やまうち

内 ☎（585）2590

春日剣道若水館 5歳～中学生、
大人（初心者） 春日野小学校

火・木 午後6時30分
　　　　   ～8時30分

土 午後6時～8時
2000円 田

た

代
しろ

☎090（2516）7581

春日錬武会 小・中学生 天神山小学校 火・水・金 午後7時～9時 2200円 甲
か い

斐 ☎（985）0734

春日市バレーボール協会（※2）

ふたば 市内に居住する
18歳以上の女性 春日野小学校 水・金 午後7時30分

　　　　　   ～9時30分 1500円 竹
たけうち

内 ☎（593）8784

ウイング春日 18歳以上の女性 春日北中学校 火・金 午後7時30分
　　　　　   ～9時30分 1000円 添

そえ

田
だ

 ☎（591）7273

コスモクィーン 18歳以上の女性 春日北小学校 火・木 午後7時30分
　　　 　　  ～9時30分 1500円 三

みつたけ

岳 ☎（501）4421

春日球志 市内に居住する
18歳以上の女性 春日南小学校 水・金 午後7時30分

　　　  　　 ～9時30分 1000円 野
の

中
なか

 ☎（581）0903

天神山 市内に居住する
18歳以上の女性 白水小学校 火・金 午後7時30分

　　　 　　  ～9時30分 2000円 前
まえはら

原 ☎（572）1758

ソフトバレーボール

ミラクルズ 50歳くらいまでの
女性 勤労青少年ホーム 火・木 午前10時～正午 500円 山

やま

田
だ

 ☎（581）4105

アップルレディース 18歳以上の女性 西スポーツセンター 水 午前10時～正午 500円 井
い で

手 ☎（953）0827
スパークス 18歳以上の女性 春日南小学校 土 午後5時30分～7時30分 500円 穴

あな

井
い

 ☎（595）6266

ウェンディーズ 制限なし 春日南中学校 月・水 午後7時30分
　　　   　　～9時30分 500円 山

やまさき

崎
☎090（7162）7791

かすが 制限なし 春日南小学校 土 午後7時30分～9時30分 500円 山
やました

下 ☎（572）8491

パレット7 18歳以上の女性 西スポーツセンター 水 午後7時30分～9時30分 1000円 梶
かじわら

原
☎080（5215）3253

　春日市では「スポーツで活力あふれるまちづくり」を目指して、
スポーツの推進に取り組んでいます。

体育協会やスポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブでは、各種教室を開催しています。
あなたも気持ちのいい汗を流してみませんか。
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スポーツ少年団

ソフトボール

須玖第三スポーツ少年団 小学5年生以下 春日北小学校 火 午後5時～7時
土 午後3時～5時 2500円 行

ゆくたけ

武 ☎（502）3191

天神山レッドスターズ
スポーツ少年団 小学生 天神山小学校 木 午後5時～7時

土 午後4時～6時 3500円 中
なかぞの

園
☎090（2515）9035

日の出ホークス
スポーツ少年団 小学生 日の出小学校 水・金 午後5時～7時

土 午後1時～3時 3000円 深
ふか

見
み

 ☎（502）1633

大谷スポーツ少年団 小学生 大谷小学校 月・金 午後5時～7時
土 午後3時～5時 3000円 森

もりなが

永
☎090（8833）5980

紅葉ヶ丘スポーツ少年団 小学生 春日南小学校 木・金 午後5時～7時
土 午後3時～5時 3000円 入

いり

江
え

 ☎（502）7275

春日原スポーツ少年団 小学生 春日原小学校
月・水 午後5時～7時
土 （4月～10月）午後3時～5時
　 （11月～3月）午後2時～4時

3200円 吉
よし

田
だ

 ☎（572）8466

千歳ビクトリーズ
スポーツ少年団 小学生 春日東小学校 火・木 午後5時～7時

土 午後3時～5時
3000円

（練習生1500円） 松
まつもと

本 ☎（572）9596

小倉第一
ジュニアホークス
スポーツ少年団

小学生 春日小学校
火 午後5時～7時
土 午後3時～5時、
　 午後5時～7時

小学2年生以下
1000円

小学3年生以上
3000円

阿
あ べ

部
☎090（4772）3560

春日リリーズ 小学生の女子 春日運動広場 土 午前10時～正午 1500円 児
こ

島
じま

 ☎（591）7990

硬式野球

福岡春日ボーイズ
小学生 春日運動広場 水 午後5時～7時

土・日、  午前10時～正午 4500円 添
そえ

田
だ

☎090（4357）0000

中学生 春日運動広場（木以外）
西スポーツセンター（木）

火・木 午後6時～9時
土・日、  午後1時～4時 6000円 加

か じ や

治屋
☎090（2858）1899

軟式野球

春日少年野球 小学生

市民スポーツセンター 金 午後5時～7時

3000円 弥
いよなが

永
☎080（1798）5821北スポーツセンター 土 午前9時～11時

春日野小学校 日 午前9時～11時

バレーボール
大谷ジュニア
バレーボールクラブ 小学生 大谷小学校 火・木・土 

午後5時30～7時30分 4000円 松
まつなが

永
☎090（9795）1808

天神山ジュニア
バレーボール 小学生 白水小学校 火・木 午後5時～7時

土 午後5時30～7時30分 3000円 薩
さつ

摩
ま

☎090（2391）5534

ウィング春日 小学生 天神山小学校 火 午後5時～7時
土 午後5時30分～7時30分 3000円

池
いけ

辺
べ

☎090（5286）2874
前
まえ

田
だ

☎080（5217）3006
春日フレンズ
バレーボールクラブ 小学生の女子 春日東小学校 月・木・土 

午後5時30分～7時30分 4000円 大
おおくま

熊
☎090（5389）8257

サッカー
春日野サッカークラブ
スポーツ少年団 小学生 春日野小学校 土・日 午後1時～3時 1500円 伊

い

東
とう

 ☎（571）0955

エアロビクス・チアダンス

H
ホ ッ ト

OT　K
キ ッ ズ

IDS 3歳～15歳 日の出小学校 火 午後5時～7時 2000円 丹
たん

下
げ

 ☎（596）7274

なぎなた

なぎの会スポーツ少年団 小学生～高校生 市民スポーツセンター
第1日 午前9時～11時
第2・第3・第4土
午前9時～10時30分

1500円 石
いしうち

内 ☎（501）5312
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対象 練習場所 練習曜日・時間 会費(月額） 問い合わせ先団体名

春日市バドミントン協会

春日ジュニアクラブ 小学生 西スポーツセンター 土 正午～午後2時 1000円 児
こ

島
じま

 ☎（572）1909

チェリークラブ バドミントンが
好きな女性 市民スポーツセンター 水 午前10時～正午 1200円 有

あり

江
え

 ☎（584）2923

春日みどり バドミントンの
経験がある人 市民スポーツセンター 金 正午～午後2時 1200円 田

た

中
なか

 ☎（586）3924

春日フレンド バドミントンが
好きな人 市民スポーツセンター 金 午前10時～正午 1200円 広

ひろ

瀬
せ

 ☎（558）8232

春日市柔道協会

春日柔道育成会
3歳～中学生

（高校以上も可） 市民スポーツセンター

火・木 午後6時～8時
土 午後3時～5時 3000円

冨
とみたか

高
☎090（4349）8047春日柔道育成会

（初心者柔道体験） 月・金 午後6時～8時 1000円

春日市テニス協会

春日フレッシュテニスクラブ 制限なし 市民スポーツセンター 火・金 午後1時～3時 1250円 児
こ だ ま

玉 ☎（592）4182

春日市卓球協会

春日すみれ 18歳以上 市民スポーツセンター 月 午前10時～正午
木 午後1時～3時 1300円 浜

はま

田
だ

 ☎（595）1251

春日コスモス 市内に居住する人 西スポーツセンター 水・土 午前10時～正午 1500円 中
なかむら

村 ☎（574）2191

ふたば 制限なし 市民スポーツセンター 水・金 午後3時～5時 1000円 川
かわはら

原 ☎（585）0792

春日市ビーチボールバレー協会

いずみ 30歳代以上の女性 春日西小学校 火・土 午後7時30分
　　　　   ～9時30分 1000円 飽

あき

田
た

 ☎（572）3117

クラッシュ 20～40歳代の女性 勤労青少年ホーム 金 午前10時～正午 400～1000円 武
たけはら

原 ☎（595）5333

春日市ソフトテニス連盟

春日ウィンディークラブ 18歳以上 市民スポーツセンター 火・金（第3火曜日・祝日を除く）
午後7時～9時

年額
1万2000円 宮

みやもと

本 ☎（582）6286

春日スプリングクラブ 15歳以上の女性 市民スポーツセンター 月・金（祝日を除く）
午前10時～正午 1000円 大

おおわき

脇 ☎（574）5259

春日市水泳連盟

活行会水中ウォーキング
サークル 30歳以上 市民スポーツセンター

温水プール

火 午前11時30分
　　　～午後0時30分
木 午後2時～3時

（夏休み期間は正午～午後1時）

週1回2800円
週2回4800円 執

しぎょう

行 ☎（593）8933

健康美人クラブ 制限なし 市民スポーツセンター
温水プール 火 午後7時～8時 3500円

（月４回） 水
みずおち

落 ☎（573）6852

春泳会 18歳以上 市民スポーツセンター
温水プール 水 午後7時30分～9時 1500円 衣

きぬがわ

川
☎090（6292）6632

とびうお会 18歳以上 市民スポーツセンター
温水プール 水 午後1時～3時 2500円 冨

とみなが

永 ☎（582）3287

春日水泳クラブ 40歳以上 市民スポーツセンター
温水プール

木 午前10時40分
　　　　～午後0時40分 2750円 山

やまもと

本 ☎（572）4106

めだかクラブ 4歳～小学生 市民スポーツセンター
温水プール

金 午後3時30分
　　　　～5時30分 2600円 藤

ふじ

田
た

☎090（7169）3814

クラブキッズ25 小学2～6年生 市民スポーツセンター
温水プール

水 午後5時30分
　　　　～7時30分 3000円 林

はやし

☎090（7290）1391



K A S U G A         C I T Y9

少林拳春日

嵩山少林拳 勝龍館道場 小学生～大人
春日南中学校 火・土 午後7時～9時

2000円 稲
いねなが

永 ☎（595）0112
惣利公民館 木 午後7時～9時

ラグビーフットボール協会

春日リトルラガーズクラブ 3歳～中学生 春日公園子ども広場
白水大池公園

土 午後1時～5時
日 午前9時～午後1時

半年間
2万1000円

原
はら

田
だ

☎090（9724）8810

バスケットボール協会

博多小町 バスケットが
好きな人

市民スポーツセンター
他

水 午前10時～正午
土 正午～午後2時 800円 山

やまもと

本
☎090（7294）8333

タートルズ 高校生以上 市民スポーツセンター 火 正午～午後2時
金 午前9時～11時 1000円 田

た

中
なか

☎090（2851）3539
ミニバスケット市内11
小学校 （大谷小以外） 小学生 各チームによる 各チームによる 各チームによる 戸

と

坂
さか

☎090（9078）8586

※1  月額の会費以外にも、入会金やスポーツ保険料などが必要な場合があります。 また、兄弟の入会で会費を割り引きしている団体もあります。
　　 詳しくは問い合わせてください。
※2  バレーボール協会については、大会出場のための条件などがあります。詳しくは問い合わせてください。

■総合型地域スポーツクラブ�
対象 練習場所 練習曜日・時間活動名

春日イーグルス 問い合わせ先　NPO法人春日イーグルスクラブ事務局　☎（595）5197 （月曜日を除く）
ジュニアダンス教室 小学生 白水小学校 木 午後5時～6時30分

少年少女サッカー教室
（週1回コース） 小学1～3年生

春日南小学校、日の出小学校、
白水小学校 火 午後5時～6時

春日野小学校、春日東小学校 水 午後5時～6時
須玖小学校、大谷小学校 木 午後5時～6時
春日北小学校、春日西小学校、
春日小学校 金 午後5時～6時

走り方教室 小学生 市民スポーツセンター 水 午後5時～6時

３Ｂ体操教室 市内または近郊に勤務する18歳以上 白水大池公園管理棟 月・水 午前10時～正午

女子サッカークラブ
（レディース） 中学生以上の女子

春日東小学校 水 午後7時～8時30分
市民スポーツセンター 土 午後5時～7時
春日原小学校 日 午後1時～3時

女子サッカークラブ
（ガールズ） 6歳～小学6年生の女子

市民スポーツセンター 水・土 午後5時～6時30分
春日東小学校 金 午後5時～6時30分

バドミントン教室 小・中学生

春日原小学校 火 午後5時～7時
白水小学校 水 午後7時～9時
須玖小学校 金 午後5時～7時
天神山小学校 土 午後4時～6時
市民スポーツセンター 木 午後5時～7時
勤労青少年ホーム 土 午後1時～3時

シニアサッカー 市内または近郊に居住・勤務する
35歳以上

春日野中学校（月2回） 土 午後7時～9時
市民スポーツセンター 日 午後5時～7時

※入会金・保険料などは別途必要です。
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６
月
中
旬
に
、介
護
保
険
料
を
普

通
徴
収（
納
付
書
払
い
や
口
座

振
替
）で
納
め
る
人
に
対
し
、平
成
24
年

度
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
差
し
引
き
）の

人
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
は
、７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収
の
対
象
者　

65
歳
以
上
で
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
差
し

引
き
さ
れ
て
い
な
い
人

※
今
年
４
月
以
降
に
65
歳
に
な
っ
た
人

や
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
、年

金
の
支
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の

人
な
ど
を
含
み
ま
す
。

納
期　

６
月
〜
平
成
25
年
３
月（
計
10

回
）

※
年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま

る
人
は
、そ
の
前
月
ま
で
が
納
期
で

す
。

○
介
護
保
険
料
減
免
制
度

　

所
得
が
少
な
く
、介
護
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対

し
、介
護
保
険
料
の
額
を
第
１
段
階

（
平
成
24
年
度
は
２
万
５
９
２
０
円
）

に
減
額
し
ま
す
。

対
象　
平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料

が
第
３
段
階（
第
３
段
階（
細

分
化
）を
含
む
）で
、次
の
す

べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
世
帯
全
員
の
平
成
23
年
中
の
収
入

合
計
額
が
減
免
基
準
額（
１
人
世

帯
１
２
０
万
円
、２
人
世
帯
１
８

０
万
円
、３
人
以
上
は
１
人
増
え

る
ご
と
に
40
万
円
を
加
算
し
た

額
）以
下

②
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計

額
が
①
の
基
準
額
以
下

③
世
帯
全
員
が
世
帯
の
居
住
用
以
外

の
土
地
や
建
物
を
所
有
し
な
い

申
請
に
必
要
な
物

▽
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

▽
世
帯
全
員
の
昨
年
中
の
収
入
が
確

認
で
き
る
書
類

▽
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
金
額

が
分
か
る
も
の

▽
印
鑑

申
請
期
限

▽
普
通
徴
収　

７
月
17
日
㈫

▽
特
別
徴
収　

８
月
27
日
㈪

※
期
限
後
も
申
請
で
き
ま
す
が
、減

免
さ
れ
る
額
が
少
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

高
齢
課
介
護
保
険
担
当

（
市
役
所
1
階
）

介護保険料納入通知書を送付します
忘れずに納付してください

高齢課 介護保険担当 　 （584）1111 （584）3090

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

低
所
得
者
に
対
し
て
、利
用
者

負
担
額
の
３
割
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
人

①
世
帯
全
員
の
現
年
度
市
民
税
が
非
課

税※
著
し
く
所
得
が
減
少
し
た
場
合

で
、市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
場
合
を
含
み
ま
す
。

②
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
保
護
を
受

け
て
い
な
い

③
生
活
保
護
法
に
定
め
る
基
準
に
基
づ

い
て
算
定
し
た
世
帯
の
収
入
額
が
助

成
基
準
額
以
下

④
世
帯
が
持
つ
現
金
や
預
貯
金
な
ど
の

合
計
額
が
③
の
助
成
基
準
額
の
２
倍

以
下

⑤
申
請
日
前
１
年
６
カ
月
の
間
、介
護

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

※
助
成
基
準
額
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物

▽
助
成
対
象
確
認
申
請
書

▽
世
帯
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

（
申
請
月
を
含
む
前
３
カ
月
分
）

▽
預
貯
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

申
請
先　

高
齢
課
介
護
保
険
担
当（
市

役
所
１
階
）

利用者負担額を助成
介護保険サービス

高齢課 介護保険担当 　 （584）1111 （584）3090
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よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
な

ど
に
出
向
き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
全
体
ト
ー
ク（
障
が
い
者
対
象
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
全
体
ト
ー
ク

を
行
い
ま
す
。

　

託
児（
未
就
学
児
・
無
料
・
先
着
20
人
）や
手

話
通
訳
、要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
交
流
ス
ペ
ー
ス

（
小
倉
３
ー
２
４
２
ー
１
）

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。６
月
22
日
㈮
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、来
場
の
際
は
、で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
先　
行
政
管
理
課
企
画
担
当

○
地
区
ト
ー
ク

期
日・会
場

▽
７
月
３
日
㈫　

若
葉
台
東
公
民
館

▽
７
月
４
日
㈬　

ち
く
し
台
公
民
館

▽
７
月
５
日
㈭　

千
歳
町
公
民
館

▽
７
月
17
日
㈫　

上
白
水
公
民
館

▽
７
月
18
日
㈬　

白
水
ヶ
丘
公
民
館

▽
７
月
19
日
㈭　

下
白
水
南
公
民
館

▽
７
月
24
日
㈫　

下
白
水
北
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

出前トーク「市長と語る」
7月の日程

行政管理課 企画担当 　 （584）1111 （584）1145

　毎年、全国で1000人以上の命を奪っている住宅火災か
ら皆さんの命を守るために、平成21年6月1日から、すべて
の住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられていま
す。
　住宅火災による死者を減らすためには、火災の発生をい
ち早く知らせることが最も大切です。住宅用火災警報器は
煙や熱に反応し、警報ブザーや音声で火災の発生を知らせ
る装置です。
○消防職員による戸別訪問実施中

　昨年7月から、消防署員が住宅用火災警報器の設置を
促進するため、春日市、大野城市、那珂川町の一戸建住宅
を訪問し、設置の必要性やその効果、取り付け位置などを
説明します。
　また、市消防団女性消防団員も普及啓発のため一戸建
住宅を訪問しています。
訪問期間　平成26年3月まで

○訪問時の消防署員の服装
　制服、制帽（写真参照）で訪問し、
身分証明書を提示します。

○悪質訪問販売に注意
　義務化に伴い、全国で悪質な訪問
販売が発生しています。消防職員が
訪問販売を行ったり、罰金を取りに
行ったりすることはありません。
　また、消防署が特定の業者に販売を依頼することもあ
りません。不審に思ったら、消防署や消費生活センターに
問い合わせてください。

問い合わせ先
▷市消費生活センター　 （584）1155　 （584）1181
▷県消費生活センター　 （632）0999
▷春日・大野城・那珂川消防本部予防課指導係

（584）1195　 （584）1200

住宅用火災警報器を設置していますか

　4月に行った、建設工事の入札結果（契約金額
5000万円以上）をお知らせします。
○日の出町コミュニティ供用施設増築改修工事
（建築主体工事）
工事期間　平成24年4月25日〜10月15日
契約金額　7350万円
工事業者　㈱友添工務店春日支店

○春日小学校耐震補強工事（第1工区）
工事期間　平成24年5月1日〜9月14日
契約金額　6247万5000円
工事業者　永田建設㈱

○春日中学校耐震補強工事
工事期間　平成24年5月1日〜9月14日
契約金額　6342万円
工事業者　㈱大名建設

問い合わせ先　財政課契約担当
（584）1111　 （584）1145

市発注の建設工事入札結果

　「春日市長等政治倫理条例」に基づき、市長・副市
長・教育長が所有する資産や所得などの報告書を
公開します。
閲覧開始日　6月15日㈮（閲覧期間は5年間）
閲覧場所・問い合わせ先　情報政策課情報公開広

報担当（市役所2階）
（584）1111　 （584）1142

 資産等報告書を公開します

△消防職員の夏期の服装
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市
は
、夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
期

間
中
、障
が
い
児
な
ど
の
活
動
場

所
を
確
保
す
る
た
め
、「
障
が
い
児
等
タ
イ

ム
ケ
ア
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
児
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族

が
一
時
的
な
休
息
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、市
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
、学
齢
児
以
上（
18

歳
に
な
っ
て
最
初
に
迎
え
る
３
月

31
日
ま
で
）で
学
童
保
育
の
受
け

入
れ
が
不
可
能
な
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
障
が
い
児
な
ど

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

▽
市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に

在
籍
し
て
い
る

▽
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る

場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

利
用
回
数　
週
２
回

※
利
用
状
況
に
よ
っ
て
利
用
回
数
を
増
減

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料
金

▽
半
日
利
用（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま

た
は
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

５
０
０
円

▽
１
日
利
用（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
全
額
免
除
し
ま
す
。

定
員　
１
日
10
人

申
請
方
法　

夏
休
み
か
ら
利
用
す
る
人

は
、６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、申
請
書

を
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

※
申
請
書
は
福
祉
支
援
課（
市
役
所
１
階
）

に
置
い
て
い
ま
す
。

申
請
先　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

障がい児等タイムケア
利用しませんか

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）内
に
あ
る
市
役

所
の
西
出
張
所
で
、市
民
課
と
税
務
課
の
業
務
の
一

部
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
以
外
に
、土
・
日
曜
日
、祝
日
も
開
庁
し
て
い
ま
す
の

で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
庁
日　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

開
庁
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
平
日
の
業
務
内
容

市
民
課
の
業
務
に
関
す
る
こ
と

▽
住
民
票
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
関
連
の
証
明
書
、年

金
の
現
況
届
の
証
明
、外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書（
７
月
８
日
㈰
ま
で
）の
発
行

▽
印
鑑
登
録
事
務

税
務
課
の
業
務
に
関
す
る
こ
と

▽
所
得
証
明
、課
税
・
非
課
税
証
明
、納
税
証
明
、固
定
資
産

に
関
す
る
証
明
、納
付
証
明
の
発
行

▽
原
付
バ
イ
ク（
１
２
５
cc
以
下
）の
廃
車
、新
規
登
録
事

務
▽
税
金
の
受
け
取
り

○
土・日
曜
日
、祝
日
の
業
務
内
容

市
民
課
の
業
務
に
関
す
る
こ
と

▽
住
民
票
、印
鑑
登
録
証
明
書（
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
た

人
の
み
）の
発
行

▽
戸
籍
届
出
書
の
受
領

税
務
課
の
業
務
に
関
す
る

こ
と

▽
税
金
の
受
け
取
り（
期

限
内
の
納
付
書
を
持
参

し
た
場
合
の
み
）

※
平
日
と
休
日
の
業
務
内
容

は
異
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

市役所西出張所
土・日曜日、祝日も利用できます

西出張所（いきいきプラザ内） 　 （501）1133 （501）0051

　文部科学省の検定を受け、現在小・
中学校で使用している教科書の展示
会を行います。
　自由に閲覧してください。
日時　6月15日㈮〜7月11日㈬（土・

日曜日を除く）
午前10時〜午後5時（最終日は
午後4時まで）

場所
▷太宰府中学校内教科書センター
（太宰府市五

ごじょう
条4ｰ9ｰ1）

問い合わせ先　太宰府市教育委員会
（921）2121
（921）3667

平成24年度
検定教科書展示会

△昨年の教科書展示会
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障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
た
め
、市
は

第
１
種
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
人

▽
18
〜
49
歳
で
、市
内
に
居
住（
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
）し
、一
年
を
経
過
し
て

い
る

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
所
持
し
て
い
る（
施
設
入
所
ま
た
は
入

院
中
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

▽
平
成
24
年
度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
所
得

割
が
非
課
税（
申
請
日
が
６
月
末
ま
で
の

場
合
は
平
成
23
年
度
）

▽
運
転
免
許
取
得
後
、確
実
に
就
労
が
見
込

ま
れ
る

▽
過
去
に
自
己
の
責
任
で
運
転
免
許
の
取
り

消
し
を
受
け
た
り
、失
効
し
た
り
し
て
い

な
い

▽
道
路
交
通
法
の
規
定
に
基
づ
く
適
性
試
験

の
合
格
基
準
に
合
致
す
る

▽
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
免
許
を
取
得

で
き
る

※
自
動
車
学
校
の
入
校
時
期
は
、助
成
決
定

後
で
す
。

補
助
上
限
額　
10
万
円

申
請
方
法　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に
、福
祉
支

援
課
に
あ
る
申
請
書
を
提
出
す
る

（
内
部
障
害
の
場
合
は
意
見
書
が
必

要
）

申
請
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当（
市
役

所
１
階
）

障がい者の自動車運転免許取得
費用を補助します

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
に

対
し
、平
成
24
年
度
の
学
校
給
食
費
、学
用

品
費
、修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、就
学
援
助
は
年
度
を
単
位
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
受
給
し
て
い
た
人
も
、

平
成
24
年
度
の
受
給
を
希
望
す
る
場
合

は
、新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す

る
世
帯

▽
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止
さ
れ
た

が
、な
お
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

▽
世
帯
全
員
の
平
成
24
年
度
ま
た
は
平
成

23
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

▽
平
成
24
度
度
の
市
民
税
所
得
割
額（
調

整
控
除
後
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）の
世

帯
合
計
が
基
準
額（
下
表
）以
下

▽
平
成
23
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額（
調

整
控
除
後
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）の
世

帯
合
計
が
５
万
３
１
０
０
円
以
下

▽
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
子
ど
も
の
就
学
が

困
難
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る

申
請
に
必
要
な
物

▽
18
歳
以
上
の
世
帯
員
の
平
成
24
年
度
市

県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書（
所
得

額
と
所
得
控
除
額
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）

※
平
成
24
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
市
内

に
居
住
し
、平
成
24
年
度
の
市
民
税

の
申
告
を
し
た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

▽
18
歳
以
上
の
世
帯
員
の
平
成
23
年
度
市

県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書（
所
得

額
と
所
得
控
除
額
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）

※
平
成
23
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
市
内

に
居
住
し
、平
成
23
年
度
の
市
民
税

の
申
告
を
し
た
人
お
よ
び
平
成
24
年

度
の
市
民
税
所
得
割
額（
調
整
控
除

後
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）の
世
帯
合

計
が
基
準
額
以
下
の
場
合
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証（
該
当
者
の

み
）

▽
印
鑑

▽
振
込
先
の
通
帳（
保
護
者
名
義
）

注
意
事
項

▽
平
成
24
年
４
月
・５
月
に
申
請
し
、基
準

額
超
過
に
よ
り
認
定
と
な
ら
な
か
っ
た

世
帯
で
も
、平
成
24
年
度
の
市
民
税
所

得
割
額
が
基
準
額
以
下
の
場
合
は
、認

定
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
再
度

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
す
で
に
平
成
24
年
度
の
就
学
援
助
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、改
め
て
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
就
学
援
助
費
は
、申
請
し
た
月
分
か
ら

が
支
給
対
象
で
す
。

▽
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
先　
学
校
教
育
課（
市
役
所
４
階
）

平成24年度小・中学校就学援助
申請は済んでいますか

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

■平成24年度市民税所得割額の世帯合計基準額
子どもの数（※1） 1〜2人 3人 4人 ５人 ６人

基準額 9万5700円 11万7000円 13万8300円 15万9600円 18万900円
※1 人数は、平成24年1月1日現在で15歳以下（平成8年1月2日以降生まれ）の子どもの数です。
※2 子どもが7人以上の場合は、6人の場合の基準額に1人当たり2万1300円を加算した金額です。
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〜まちの話題や人の紹介〜

　市はこれまで、東日本大震災の被災地のため、市民義援
金や市の見舞金の送金、救援物資の提供などのほか、市内
に避難した被災者の支援など、さまざまな活動を行ってき
ました。特に、宮城県に対しては、ボランティア休暇利用の
2人を含む職員13人を派
遣し、下水道設備や家屋

の被害調査、窓口案内など、現地での支援活動も行ってきました。こうした活動に
対し、今回、宮城県から感謝状が贈られました。
　井上市長は、被災地で復興支援業務に従事した職員に対し、「現地の状況も分か
らない中での派遣だったので安全面が心配でしたが、そのような状況で志願して
くれたことを嬉しく思い、感心しました」と、その労をねぎらいました。
　市は、今後も被災地復興のため、支援を続けていきます。

東日本大震災の復興支援

宮城県から感謝状

　三松ボクシングジム（春日原南町）が、5月8日、春日市青少年育
成市民会議にチャリティーボクシングの益金を寄贈しました。
　同ジムは毎年、市内の団体に寄贈を続け、今回で17回（内1回は
東北地方への寄贈）を数えます。
　同ジムの松

まつ お
尾友

とものり
徳会長が「地元である春日市の子どもたちのた

めに役立ててください」と話すと、鶴
つる た
田幸

ゆき お
生前会長は「青少年の健

全育成のために行っているさまざまな事業に大切に使わせていた
だきます」とお礼を述べました。

三松ボクシングジム

チャリティーボクシングの益金寄贈

　3月27日、奴国の丘歴史公園（岡本3ｰ57）と熊野神社境内（岡本2ｰ92）
に、市民の協力を得て樹木パネルを70カ所設置しました。
　これは同公園内に生息するさまざまな樹木を紹介するものです。
　樹木パネルには樹種や簡単な説明文の他に、QRコードを掲載してい
ます。携帯電話で読み取ると、それぞれの樹木の原産地や育て方、開花の
時期などの詳細な情報を知ることができます。
　樹木パネルを見ながら公園内を散策し、四季の移り変わりを楽しんで
みませんか。

奴国の丘歴史公園

樹木パネルを設置

△市長立ち会いのもと市役所で行われた益金贈
呈の様子。左から同育成市民会議の森松会長、
鶴田前会長、井上市長、同ジム松尾会長。

△宮城県から贈られた感謝状

▷
市
民
と
一
緒
に
樹
木
パ
ネ
ル
を
設
置

▷
現
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
市
職
員
と

井
上
市
長
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参
加
者
募
集

男
性
の
た
め
の
元
気
ア
ッ
プ
運
動
大
学

　

介
護
予
防
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

女
性
が
多
い
教
室
に
は
参
加
し
に
く
い

と
い
う
男
性
の
た
め
の
運
動
教
室
を
行

い
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、若
々
し

い
身
体
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

男
性

期
日（
計
７
回
）・
内
容

▽
７
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・
27
日
㈮
、８

月
10
日
㈮
・
17
日
㈮
・
24
日
㈮

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
骨
盤
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
体
操
な
ど

▽
９
月
27
日
㈭

体
力
測
定（
血
管
年
齢
測
定
・
体
組
成

分
分
析
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

１
２
０
）

参
加
費　

無
料

※
体
力
測
定
は
５
０
０
円
必
要
で
す
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

血
液
の
安
定
的
な
供
給
を
行
う
た

め
、４
０
０
㎖
全
血
献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

年
齢
や
体
重
な
ど
に
よ
っ
て
は
献
血

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
６
月
25
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

春
日
野
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル（
春

日
公
園
４
ー
１
ー
１
）

▽
６
月
25
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
東
小
学
校
体
育
館（
若
葉
台
東

１
ー
51
）

▽
６
月
29
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

天
神
山
小
学
校
体
育
館（
天
神
山
６

ー
39
）

▽
６
月
29
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
南
小
学
校
体
育
館（
春
日
８
ー

１
０
０
）

持
っ
て
く
る
物　

献
血
カ
ー
ド（
手
帳
）

※
持
っ
て
い
な
い
人
は
、運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

ひ
と
り
親
家
庭
の

就
業
を
支
援
し
ま
す

　

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た

は
、か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
母
を
対

象
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就

業
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
時

▽
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か

パ
パ
・
マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
、読
書
で
き
る

よ
う
に
託
児
を
行
い
ま
す
。

　

託
児
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
ま
か
せ
て
会
員

が
行
い
ま
す
。

　

生
後
３
カ
月（
首
が
す
わ
っ
た
子
ど

も
）か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
が

対
象
で
す
。

日
時　

７
月
11
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
５
０
０
円

定
員　

５
組（
申
込
先
着
順
）

託
児
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
集
会
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈬
〜
７
月
４
日

㈬
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、保
護
者
と
子
ど
も
の
名
前
、

子
ど
も
の
生
年
月
日
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fukuoka

.jp

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、離
乳
食
中
期
以
降
の
話

を
中
心
と
し
た
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

▽
母
子
健
康
手
帳
▽

エ
プ
ロ
ン
▽
三
角
巾
▽
手
拭
き

タ
オ
ル
▽
託
児
に
必
要
な
道
具

（
記
名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

６
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、住
所
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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問い合わせ先　環境課
（584）1111　 （584）1147

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

開
催
し
ま
す

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許（
網
猟
、わ
な
猟
、第
一
種

銃
猟
、第
二
種
銃
猟
）の
試
験
を
行
い
ま

す
。

期
日　

７
月
31
日
㈫

場
所　

県
福
岡
西
総
合
庁
舎（
福
岡
市

中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８
）

申
込
期
限　

７
月
23
日
㈪

○
狩
猟
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
会

更
新
す
る
人
は
、講
習
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
24
日
㈫

場
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南

１
ー
９
ー
３
）

申
込
期
限　

７
月
17
日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
農
林
事
務
所

（
７
３
５
）６
１
２
３

　電力供給が厳しい中、夏の電
力需要を前に、一昨年より10％
以上の節電が求められていま
す。
　今回は、空調機器に頼らずと
も、ちょっとした工夫で涼しく
過ごせるこつを紹介します。

　いくつ取り組めているか
□チェックしてみましょう。

□半袖、半ズボン、襟元の開いた
服など、軽装（クールビス）を
心掛けている。

□服装や寝具の素材は、麻や
キュプラ、冷感素材など肌触
りが涼しいものを使ってい
る。

□水にぬらしたハンカチを硬く
絞って首に巻くなど、気化熱
を利用して体を冷やしてい
る。

□すだれや緑のカーテンで直射
を遮っている（南面の他、西日
の差し込む西面も効果的）。

□窓を開けて室内に風を取り
込んでいる（2面以上開けた
り、風上を小さく風下を大き
く開けると効果的）。

□打ち水を行っている（風呂の
残り湯や雨水使うとなお良
い）。

年
生

日
時　

８
月
３
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分

集
合
・
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所

見
学
先（
予
定
）

▽
海
水
淡
水
化
施
設

▽
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

▽
福
岡
タ
ワ
ー（
交
流
会
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
10
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、応
募
者
全
員
分
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号（
緊
急
連
絡
先
）・
学

校
名
・
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市

役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
、再
利

用
で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
自
転
車

（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具
な
ど（
約

１
０
０
点
）を
展
示
し
、譲
渡
ま
た
は
販

売（
自
転
車
の
み
）し
ま
す
。

　

皿
や
茶
碗
な
ど
の
日
替
わ
り
品
も
あ

り
ま
す
の
で
、希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん
で

い
る
人

展
示
・
受
付
期
間
　
７
月
３
日
㈫
〜
８

日
㈰（
７
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　

期
間
中
、同
プ
ラ
ザ
で
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た

後
、持
参
し
た
ハ
ガ
キ（
１
世
帯

１
枚
、表
面
に
申
込
者
の
住
所

と
氏
名
を
記
入
、裏
面
が
白
紙

の
も
の
）と
一
緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具

類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
無

効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）で
、

防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も
必
要
で

す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、新
た

に
自
転
車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、７
月
10
日
㈫

午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、７
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

（
平
日
の
み
）の
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

あ
り
が
と
う「
水
」ふ
れ
あ
い
交
流
会

参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、同
都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
と
筑
後

川
流
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
水
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、お
互
い
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
あ
り
が

と
う「
水
」ふ
れ
あ
い
交
流
会
」を
行
い

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

同
都
市
圏
在
住
の
小
学
５
・
６

参考：省エネルギーガイドブック
（平成20年11月九州経済産業局作成）

✓
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情報ひろば

ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭「
研
究
会
・
講
座
」

○
春
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

会
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
住
民
レ
ベ
ル
で
解
決
す
る

た
め
の
研
究
会
で
す
。

期
日　

６
月
26
日
㈫

時
間

▽
学
習
会　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▽
交
流
会　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
、茶
菓
子

代
を
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

６
月
25
日
㈪

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時　

７
月
２
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

ベ
ー
グ
ル
パ
ン
、ま
め
あ
ん

パ
ン

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、

パ
ン
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限　

６
月
29
日
㈮

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児
対
象
、

１
人
当
た
り
１
０
０
０
円
、

６
月
25
日
㈪
ま
で
に
要
申
込

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
〜
も
の
づ
く
り

体
験
王
国
〜

▽
７
月
31
日
㈫

土
笛
を
作
っ
て
み
よ
う

▽
８
月
10
日
㈮

　

土
笛
を
奏
で
て
み
よ
う

▽
８
月
23
日
㈭

み
ん
な
で
土
笛
を
奏
で
て
み
よ
う

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

講
師　

野の

だ田
久ひ
さ
お雄
さ
ん（
あ
そ
び
名
人

の
会
会
員
）

参
加
費　

▽
大
人
５
０
０
円
▽
子
ど
も

３
０
０
円

定
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈬
〜
７
月
20
日

㈮
に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

歴
史
講
座

参
加
者
募
集

　

市
内
遺
跡
の
出
土
遺
物
な
ど
の
解
説

と
体
験
学
習
を
交
え
、道
具
の
歴
史
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

小
学
生
高
学
年
に
も
分
か
る
内
容
で

す
。夏
休
み
に
親
子
で
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

期
日
・
内
容

▽
７
月
25
日
㈬　

石
器
の
歴
史

▽
８
月
１
日
㈬　

木
器
の
歴
史

▽
８
月
８
日
㈬　

土
器
の
歴
史

▽
８
月
22
日
㈬　

金
属
器
の
歴
史

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

期
日
・
内
容

　

▽
７
月
７
日
㈯　

土
笛
づ
く
り

　

▽
７
月
21
日
㈯　

吹
き
方
講
習

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
両
日
と

も
）

参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
２
回

分
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

雑
巾
、古
い
歯
ブ

ラ
シ
、約
30
㎝
四
方
の
布
、上

履
き

申
込
期
限　

７
月
３
日
㈫

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
h
ttp
://w

w
w
2
.c
sf.n

e
.jp
/~

m
achicen

夏
休
み
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
親
子
で
土
笛
」参
加
者
募
集

　

弥
生
時
代
の
土
笛
を
再
現
し
た「
な

の
笛
」を
作
り
、当
時
の
音
色
を
奏
で
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

託
児（
１
人
１
回
３
０
０
円
）も
あ
り

ま
す
。

日
時
・
内
容

時
間　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

各
回
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
18
日
㈪
以
降
、各
回

の
前
日
ま
で
に
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、窓
口
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

バ
ス
に
乗
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ラ
ス
ト
募
集

　

県
と
市
町
村
で
構
成
す
る
県
生
活
交

通
確
保
対
策
会
議
は
、９
月
実
施
の
路

線
バ
ス
利
用
促
進
県
内
一
斉
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を

募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、路
線
バ
ス
と
路
線
バ
ス

を
利
用
す
る
人
の
親
し
み
を
表
す
も
の

で
、見
た
人
に「
バ
ス
に
乗
ろ
う
」と
思

わ
せ
る
も
の
で
す
。優
秀
な
作
品
は
後

日
表
彰
し
、地
域
の
特
産
物
な
ど
の
記

念
品
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

部
門　

▽
未
就
学
児
の
部
▽
児
童
・
生

徒
の
部（
小
中
学
生
）▽
一
般
の

部（
高
校
生
以
上
）

応
募
規
定

▽
自
身
が
描
い
た
未
発
表
の
作
品

▽
Ａ
４
サ
イ
ズ
程
度（
縦
・
横
両
方
可
）

▽
表
現
方
法
は
自
由（
写
真
は
不
可
、Ｃ

Ｇ
は
可
）

▽
バ
ス
事
業
者
を
特
定
す
る
ロ
ゴ
な
ど

を
描
か
な
い

▽
作
品
の
裏
に
、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、職
業（
学
校
名
・
学

年
）、作
品
に
込
め
た
思
い
を
書
く

応
募
方
法　

７
月
10
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
作
品
を
郵
送
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
「
バ
ス
に
乗
ろ

う
！
イ
ラ
ス
ト
」募
集
事
務
局

（
〒
812
ー
８
５
７
７
福
岡
市
博

多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
県
広
域
地

域
振
興
課
内
）

（
６
４
３
）３
１
６
６

（
６
４
３
）３
１
６
４

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

d12/bus-illust.htm
l

記
事
の
訂
正

　

市
報
６
月
１
日
号
に
掲
載
し
た「
65
歳
以

上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
」の
記

事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　
７
ペ
ー
ジ
の
表
、第
５
期
の
保
険

料（
右
端
の
列
）

（誤）
保険料月額
（年額）

（正）⇩
保険料年額
（月額）

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
介
護
保
険
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光
を
防

い
だ
り
と
、暑
さ
を
和
ら
げ
る
工

夫
が
必
要
で
す
。

空
調
を
使
う
場
合
、設
定
温
度

が
低
す
ぎ
る
と
外
気
温
と
室
温

の
差
が
大
き
く
な
り
体
に
負
担
が

か
か
り
ま
す
。室
内
の
人
数
や
服

装
に
合
わ
せ
て
上
手
に
調
整
し
ま

し
ょ
う
。

▽
服
装
の
工
夫

風
通
し
が
良
く
、汗
を
よ
く
吸

っ
て
蒸
発
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

服
装
が
理
想
的
で
す
。太
陽
の
下

で
は
熱
を
吸
収
し
や
す
い
黒
色
系

の
素
材
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

▽
こ
ま
め
な
水
分
補
給

汗
の
原
料
は
血
液
中
の
水
分
や

塩
分
な
の
で
、体
温
調
節
の
た
め

に
失
っ
た
水
分
や
塩
分
は
適
切
に

補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

暑
い
日
に
は
、知
ら
ず
知
ら
ず

に
じ
わ
じ
わ
と
汗
を
か
く
の
で
、

活
動
量
に
か
か
わ
ら
ず
、喉
が
渇

く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

▽
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
か

く
習
慣
を
身
に
付
け
、体
を
熱
さ

に
慣
ら
し
て
い
け
ば
、夏
の
暑
さ

に
対
抗
し
や
す
く
な
り
、熱
中
症

に
も
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

熱
中
症
の
対
処

▽
身
体
を
冷
や
す

涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、衣
服

を
脱
ぎ
、保
冷
剤
や
冷
た
い
タ
オ

ル
で
身
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

▽
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

こ
れ
か
ら
、ま
す
ま
す
気
温
が

高
く
な
り
ま
す
。体
調
管
理
に
は

十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

　

人
は
、24
時
間
周
期
で
、36
〜
37
℃

の
狭
い
範
囲
で
体
温
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。気
温
が
高
い
と
き
に
は
末

梢
血
管
が
拡
張
し
、外
気
へ
熱
を
逃

が
す
こ
と
で
体
温
の
低
下
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て

体
内
の
熱
が
奪
わ
れ
体
温
を
下
げ
ま

す
。

　

し
か
し
、気
温
が
高
い
環
境
に
長

時
間
い
る
と
体
温
調
整
機
能
が
う
ま

く
働
か
ず
、熱
の
産
生
と
放
出
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
体
温
が
著

し
く
上
昇
し
ま
す
。ま
た
、吐
き
気
や

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
も
表
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
熱
中
症
で
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意
事
項

▽
暑
さ
を
避
け
る

暑
さ
を
体
に
溜
め
込
ま
な
い
工

夫
が
大
切
で
す
。外
出
の
際
に
は

日
陰
を
歩
き
、帽
子
を
か
ぶ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。室
内
で
は
扇

風
機
や
空
調
を
使
っ
た
り
、す
だ

たんぽぽメール
○子育てサポーター募集
　子育て支援センターのたんぽぽルームで、子どもの見守り
の手伝いをするボランティアを募集しています。
　センターの開館時間のうち、時間に余裕のある1 〜 2時
間程度、子どもの遊び相手や子育て中の保護者の話し相手
をしてみませんか。
○作ってみよう〜ピョンピョンカエル〜
梅雨の季節にぴったりのカエルのおもちゃです。
輪ゴムと牛乳パックで簡単に作ることができ、幅広い年齢
の子どもが楽しめます。

【材料】　牛乳パック、輪ゴム、色紙
【作り方】
（1）牛乳パックを輪のまま

6cmの幅に切ります。角
の上下に切れ目を入れ
て輪ゴムをかけます。

（2）緑や黄緑の色紙を貼り、
目を付けるとカエルらしくなります。

【遊び方】　
　輪ゴムが伸びるようにカエルを潰して手で押さえ、サッと
手を離すとピョンとカエルが跳びます。

　牛乳パックで箱を作り、その中
に「ピョンピョンカエル」をたくさ
ん入れても、開けたときにビック
リ箱のようにたくさん飛び出して
面白いですよ。

熱
中
症
に
つ
い
て

　
熱
中
症
は
、
梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
が
っ
た
日
や
梅

雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
生
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
防
法
を
学
ん
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

暑さを
 避ける

水分
 補給

切れ目
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荒
あらまき

巻 真
ま ゆ

悠ちゃん（小倉）
平成23年6月16日生

石
いしかわ

川 真
ま さ き

幸ちゃん（一の谷）
平成23年6月22日生

高
たか

木
き

 優
ゆ い

衣ちゃん（日の出町）
平成23年6月21日生

藤
ふじ

田
た

 真
まさひろ

広ちゃん（天神山）
平成22年6月23日生

松
まつ

尾
お

 侑
ゆ う か

果ちゃん（日の出町）
平成23年6月28日生

6月後期

8
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
７
月
２
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      　5/15現在

◎総人口    110,672人

女 　56,866人

男　 53,806人

◎世帯数  45,276世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の QRコードを読み取って、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日野中学校区の取り組み

　春日野中学校区（春日野中・春日野小・春日原小）は、小・
中学校が連携し、中学校授業体験や小学校間の交流会を
行っています。また、3校共通の取り組みとして、「家庭学習
の徹底」「あいさつの習慣化」「地域行事への参加」を挙げ、
各校で取り組んでいます。
　今回は、春日野中学校へ入学予定の小学校6年生を対
象にした中学校授業体験と、小学校6年生と中学校1年生
が共に実施した自主学習ノートの取り組みを紹介します。
　中学校授業体験の目的は、「入学前に中学校の授業の
雰囲気をつかませること」「他校の6年生と交流することで中
学校に対する期待を持たせること」の2つです。教科は7教科
で実施しました。各教科25分間という短い時間でしたが、中
学校の先生の工夫を凝らした授業に、小学生たちは「中学
校で学ぶのが楽しみになった」「英語の発音の仕方がよく分
かった」「他の小学校の人と交流できてよかった」などという
感想を持ったようです。
　自主学習ノートの取り組みの目的は、家庭学習の習慣を確

かなものにすることです。中学生の自主学習のノートを6タイプ
（1.反復練習型2.練習問題型3.授業まとめ型4.発展問題
型5.調べ学習型6.考えまとめ型）に分類し、小学6年生に紹
介しました。そして、自分がどのタイプに当てはまるかを考え、
チェック表に宿題や自学ノートなどに取り組んだ時間、自主学
習のタイプ、ページ数、自己評価、保護者のサインやコメント
を記録するようにしました。自分がどのタイプなのかを意識す
ることで、自分に合った学習スタイルの発見や、家庭学習の
目的意識の芽生えにつながっていきました。
　また、保護者からのコ
メントが子どもたちの励
みになっているようです。
　今後は、これらの取り組
みを学年の発達段階に応
じて全学年に広げていく
予定です。

▲集中して中学校の授業を受ける小学6年生
〜春日野中学校・春日野小学校・春日原小学校〜

△自主学習ノート

教務課 教育総務担当　☎（584）1111　 （584）1153



　今号の表紙の撮影に、中学校の体育祭
にお邪魔してきました。「表紙にするために
も失敗できない！」というプレッシャーを感
じつつも、自分が中学生以来の体育祭な
ので内心楽しみでした。
　当日は雨が心配されていましたが、なん
とか持ちこたえ、一生懸命演技する生徒た
ちの素晴らしい笑顔の瞬間を収めることが
できました。表紙に採用した以外にも、われ
ながら上手に撮れたと思える写真があり、
1枚しか紹介できないのが残念です。
　広報担当になり3年目ですが、表紙の
出来は、私の撮影技術がうんぬんというよ
り、被写体の生徒たちが輝いていたからだ
と感じました。今回紹介できなかった男子
のタンブリングも、カメラを構えながら思わ
ず「頑張れ！頑張れ！」と応援してしまうほ
ど、生徒たちの一生懸命さが伝わってきま
した。　　　　　　　　　　　　　    N

ドンカン祭り

　ドンカン祭りは岡本地区に伝わる夏の行事です。祭りの名前は、鐘や太鼓を「ド

ンドン、カンカン、ドン、カン、カン」と鳴らして区内を回る様に由来します。もともと

は虫追いと七夕の2種類の行事だったものを併せて現在のドンカン祭りになりま

した。

　昔の「虫追い」は、上流の上白水・下

白水地区から始まり、下流の小倉・須玖

（岡本）地区へと子どもたちが虫を追

い出していました。決して虫は殺さずに

田んぼから追い出していく様子にこの

行事の良さがあります。

 （奴国の丘歴史資料館）
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